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第３章 成田市景観計画の色彩についての考え方 

１．色彩の基本方針 

 成田市景観計画では、市内共通の色彩の基本方針として、以下の４項目を定めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 里地や住宅市街地などでは、周辺と調和した落ち着きのある（穏やかな）色彩に配慮する。 

② 壁面などの色彩の面積規模は、それぞれの大きさと色調の強さを考えたものとする。 

③ 商業地では、街並みに調和したにぎわいのある（はなやかな）色彩に配慮する。 

④ 建築物等の基調となる色彩とアクセントとして用いる色彩の構成は、周囲の環境（景観）に

配慮したものとする。 

 

 

 

 

図 3-1 周辺との調和に配慮した色彩を使用する例 
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■参考資料／景観特性による類型 

成田市景観計画では、地域の景観形成の方針を具体的に展開するために、地域ごとの景観特性によ

り、景観ゾーン、景観拠点及び景観軸を定めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

成田市景観計画では、色彩の基本方針や、景観ゾーンごとの色彩の方向性等を定めています。 

色彩計画は、これらに基づき行うようにしてください。 

里地景観ゾーン 

住宅市街地景観ゾーン 

商業地景観ゾーン 

成田国際空港周辺景観ゾーン 

工業地景観ゾーン 

河川景観軸 

沿道沿線景観軸 
歴史景観拠点 

駅周辺景観拠点 

図 3-2 成田市景観類型図 
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２．各景観ゾーンの色彩の考え方 

 

 

 

⑤成田国際空港周辺景観ゾーン 

●空港をとりまく特徴のある景

観の形成を目指します。色彩

は、周辺の緑と調和するよう配

慮します。また、成田を訪れる

人に良好な印象が与えられる

ように、風土にふさわしい色彩

に配慮します。 

 

③商業地景観ゾーン 

●にぎわいとおもてなしの心を

大切にした景観の形成を目指

します。色彩は、楽しさや活気

が感じられるよう配慮します。 

また、成田山新勝寺周辺の色彩

は、地域の伝統に調和するよう

配慮します。 

  

④工業地景観ゾーン 

●周辺の環境と調和した景観の

形成を目指します。色彩は、ゆ

とりや緑の豊かさを感じられ

るよう配慮します。 

 

②住宅市街地景観ゾーン 

●快適でゆとりのある街並みの

景観の形成を目指します。色彩

は、緑を活用しながら周辺住居

と調和するよう配慮します。 

 

①里地景観ゾーン 

●やすらぎのある里地景観の保

全を目指します。色彩は、斜面

林や水辺などの緑との調和と、

地域の伝統色への調和に配慮

します。 

 



9 

 

 ３．景観ゾーンの違いによる色彩の考え方 
 
 

① 色彩区分 

     各景観ゾーンの特徴から、色彩区分の考えを整理します。 

 

 ・里地景観ゾーン、住宅市街地景観ゾーン、工業地景観ゾーン、成田国際空港周辺景観ゾ

ーン（以下、「色彩区分Ａ」とする）は、緑と調和した落ち着きのある（穏やかな）色彩

に配慮するよう示しています。 

 ・商業地景観ゾーン（以下、「色彩区分Ｂ」とする）は、街並みに調和したにぎわいのある

（はなやかな）色彩に配慮するよう示しています。 

 

     以上より、それぞれの景観ゾーンを色彩区分Ａと色彩区分Ｂに分類します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・区分Ａでは、緑と調和するよう、鮮やかな色彩を使用できない区域とする。 

・区分Ｂでは、にぎわいのある街並みに調和するような色彩を使用できる区域とする。 

 

   
■色彩区分Ａ 

・里地景観ゾーン 

・住宅市街地景観ゾーン 

・工業地景観ゾーン 

・成田国際空港周辺 
 景観ゾーン 

■色彩区分Ｂ 

・商業地景観ゾーン 

●色彩区分（彩度の範囲） 
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② 基調色・強調色 

 

区分 A 

・区分Ａでは、外壁・屋根の立面積の１０分の９以上を基調色とし、１０分の１以下に強調

色を使用できるものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 B 

・区分Ｂでは、外壁・屋根の立面積の５分の４以上を基調色とし、５分の１以下に強調色を

使用できるものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．色彩基準の適用除外 

次の色彩は、P11・P12で示す色彩基準の適用除外とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・安全性や文化財の保護など、他の法令等に定めのある場合の色彩 

・伝統的素材や自然素材、着色を施していないガラス等 →漆喰、和瓦、石材、木材 

・地域で親しまれ重要な景観資源となっている建築物等 →文化財、歴史的な寺社 

・特定の地区などにおいて、独自の色彩基準を定めた場合 →景観形成重点地区等 

・その他、市長が定めた場合 
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 ① 色彩区分Ａ（里地・住宅市街地・工業地・成田国際空港周辺景観ゾーン）の基準 

（外壁と屋根面の使用可能な範囲） 

色彩 部位 
基調色（９割以上） 強調色（１割以下） 

明度 彩度 明度 彩度 

暖色系 
（R、YR、Y） 

外壁 ２～９以下 4 以下 

２～9以下 14 以下 
屋根 ２～７以下 4 以下 

寒色系他 
（GY、G、BG、B、PB、

P、RP） 

外壁 ２～９以下 2 以下 

屋根 ２～７以下 2 以下 

無彩色 
（Ｎ） 

外壁 ２～９以下 ― 
１～9.5以下 

― 

屋根 ２～７以下 ― ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

●一覧表内の数値の範囲を図示した例（有彩色の１０色相） 

◆凡例 

：屋根の基調色 

：外壁・屋根の強調色 

：外壁の基調色 

※カラーチャートは、一般財団

法人日本色彩研究所の「色彩
の定規」をもとに作成 

５．色彩基準の一覧表とその範囲図例 
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② 色彩区分Ｂ（商業地景観ゾーン）の基準（成田山新勝寺表参道周辺景観形成重点地区は、色彩区分Ａの基準を適用）  

（外壁と屋根面の使用可能な範囲） 

色彩 部位 
基調色（８割以上） 強調色（２割以下） 

明度 彩度 明度 彩度 

暖色系 
（R、YR、Y） 

外壁 ２～９以下 ６以下 

２～9以下 14 以下 
屋根 ２～７以下 ６以下 

寒色系他 
（GY、G、BG、B、

PB、P、RP） 

外壁 ２～９以下 ３以下 

屋根 ２～７以下 ３以下 

無彩色 
（Ｎ） 

外壁 １～９.5以下 ― 
１～9.5以下 

― 

屋根 ２～７以下 ― ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◆凡例 

：屋根の基調色 

：外壁・屋根の強調色 

：外壁の基調色 

※カラーチャートは、一般財団
法人日本色彩研究所の「色彩

の定規」をもとに作成 

●一覧表内の数値の範囲を図示した例（有彩色の１０色相） 


